
関数の極大値と最大値を視覚化する

　生徒は，関数の最大値・最小値を求めるとき，

関数を微分し，増減表，グラフを手掛かりに考察

することが多い。

　一方で，微分法以外の方法で関数のグラフの形

状を考察することは，関数のもつ意味を多角的に

捉えることに繋がり，ひいては関数を微分するこ

との価値を高めることになると筆者は考えてい

る。

　ここでは，次の問題をもとに考察する。

 

1. 　　　　　　 を微分する

解

  より，増減表とグラフにより，

のとき，最大値 4 を得る。

2. 式を変形してみる

　　　　　　  より，

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　……①

とする。

  とすれば，根号の中の式は，t についての

二次関数となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　となり，

   のとき，最大値 16 を得る。ゆえに，  

すなわち  のとき，最大値　　　　を得る。
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3. 相加平均と相乗平均の関係を利用する

　2. の①で  ，  だから，相加平

均と相乗平均の関係より次の不等式を得る。

　等号成立は　　　　　すなわち，  のとき

だから，元の関数は  のとき，最大値 4 を得

る。

4. 三角関数の利用

　　　 　　　　　　　　　　　とおく。　

　　　　　　　　　　　　　　　　だから

　ゆえに，　　　　　 において，  は，

　　 　 すなわち　　   のとき，最大値 4 をとる。

5. 図形による視覚化－円に内接する直角三角形

とみる

　長さ　　  の線分 ABを直径とする半円 Oを
考え，その円周上の点を Cとする。図のように，

とすれば，△ ABCで三平方の定理より

　よって，△ ABC の面積 S は，

　　　 　　　　より，2S が最大になるのは，

△ABCが  の直角二等辺三角形のとき，

すなわち，　　　　　より，  のとき，最大

値 4 をとる　　　　　　　 。

関数　　　　　　  

の最大値は　　　  となる。

最大


